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長
野
薬
師
の
本
尊
は
高

さ
一
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
周

囲(

五
面)

四
・
九
メ
ー
ト
ル
、

凝
灰
石
の
巨
石
で
正
面
に

薬
師
如
来
、
右
側
が
毘
沙

門
天
、
左
側
が
観
世
音
菩

薩
、
背
面
に
阿
弥
陀
如
来

が
線
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
仏
石
は
県
下
に
も

類
例
の
な
い
仏
石
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の

地
に
天
台
宗
玉
宝
山
真
福

寺
が
あ
っ
た
が
、
天
正
六

年(

一
五
七
八
年)

大
友
軍

日
向
進
攻
の
際
兵
火
に
罹

り
こ
の
堂
宇
だ
け
が
焼
け

残
り
ま
し
た
。�

　
真
福
寺
は
後
年
全
長

寺
に
合
併
さ
れ
た
が
薬
師

堂
は
全
長
寺
境
外
堂
宇
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。�

 ��

　
　
４
月
20
日（
金
）13
時
30
分
よ

り
、
南
郷
区
多
目
的
集
会
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
24

年
度
第
１
回
定
例
区
長
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
、
菊
田
町
長
よ
り
新

任
の
区
長
に
対
し
委
嘱
状
の
交
付
、

各
種
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
、
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
で

あ
る
区
長
に
対
し
そ
の
支
援
と
協

力
を
要
請
し
、
そ
の
後
早
速
数
々

の
議
題
に
つ
い
て
、
活
発
に
協
議
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
町
の
更
な
る
一
体
感
の
醸
成
を

目
指
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
区
長

会
は
３
区
合
同
で
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
区
長
の
方
々

の
活
動
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

　
平
成
24
年
度
の
各
行
政
区
の

区
長
は
、
次
の
方
々
で
す
。�

�

�

　
宮
崎
県
で
牛
や
豚
な
ど
約
30
万
頭
の
殺
処
分
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
家
畜
伝
染
病
・
口
蹄
疫
が
最
初
に

確
認
さ
れ
て
２
年
が
経
っ
た
４
月
20
日
、
美
郷
町
和

牛
改
良
組
合
南
郷
支
部
で
は
総
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。「
二
年
前
の
出
来
事
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、

二
度
と
口
蹄
疫
を
発
生
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
」と
、

全
国
に
広
が
る
恐
れ
の
あ
っ
た
口
蹄
疫
を
く
い
止
め

る
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
牛
や
豚
の
魂
を
慰
め
、
今

後
よ
り
一
層
の
防
疫
意
識
の
向
上
と
衛
生
管
理
の
徹

底
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
た
危
機
管
理
の
強
化
を

誓
い
ま
し
た
。�

ま
だ
ま
だ
、

近
隣
諸
国
で

は
口
蹄
疫
の

発
生
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、

い
つ
国
内
で

発
生
し
て
も

お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。

消
毒
槽
の
設

置
や
牛
舎
の

消
毒
な
ど
飼

養
衛
生
管
理

の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。�

�
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今
年
も
、
耳
川
広
域
森
林
組
合
美
郷
支
所
青
年

部（
菊
地
悟 

会
長
他
）に
よ
り
、
石
峠
レ
イ
ク
ラ
ン

ド
前
の
ダ
ム
湖
畔
に
２
０
０
m
に
渡
る
見
事
な
こ
い

の
ぼ
り
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
５
月
３
日
に
は
西
郷
商
工
会
青
年
部(

西

田
伸
哉 

会
長
他)

の
協
力
に
よ
り
、
宮
崎
県
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
み
や
ざ
き
犬(

ひ
ぃ
・
む
ぅ
・

か
ぁ)

」の
訪
問
が
あ
り
、
来
場
し
た
多
く
の
観
光
客

や
家
族
づ
れ
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
両
青
年
部
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

�

　
去
る
４
月
21
日（
土
）に
石
峠
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
で
、
農
林
産
物
直
売

所「
美
郷
ノ
蔵
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ

レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
も
行
わ
れ
、

町
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　「
美
郷
ノ
蔵
」は
町
内
農
産
物
直
売
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
併
設

す
る
ベ
ー
カ
リ
ー
と
連
携
し
て
お
り
、
町
内
の
農
産
物
を
活
か
し
た
パ

ン
作
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
新
鮮
な
農
産
物
と
焼
き
た
て
の
パ
ン

で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
是
非
、「
美
郷
ノ
蔵
」へ
お
越
し
下

さ
い
！�

�

　
４
月
28
日（
土
）、
29
日（
日
）の
２
日
間
、

南
郷
区
の
農
産
物
直
売
所｢

い
っ
つ
も
や｣

に
お
い
て
、
オ
ー
プ
ン
７
周
年
を
記
念
し

た
創
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
花
や
野
菜
の
苗
の
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
美
郷
ノ
蔵
ベ
ー
カ
リ
ー
の
焼
き
た
て
パ

ン
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

の
生
産
者
に
よ
る『
鶏
汁
』の
振
舞
い
も
行

わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　｢

い
っ
つ
も
や｣

は
今
年
４
月
よ
り
、
直
売

所
と
し
て
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、
運

営
主
体
が
南
郷
区
地
産
地
消
活
性
化
協

議
会
か
ら（
株
）レ
イ
ク
ラ
ン
ド
西
郷（
美

郷
ノ
蔵
）に
移
り
ま
し
た
。
運
営
主
体
は
変

わ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ

る
お
店
作
り
を
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
心

が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

中
の
５
月
３
日
と
４
日
の
２
日
間
、

「
百
済
の
里
南
郷
温
泉
春
祭
り
」

が
百
済
の
館
周
辺
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
３
日（
木
）は
、
百
済
の
館
前

で
地
元
役
場
職
員
で
構
成
さ
れ

た「
ナ
ム
サ
ダ
ン
」と
大
分
の
日

本
文
理
大
学
韓
国
人
留
学
生
を

中
心
と
し
た「
マ
ダ
ン
」に
よ
る

サ
ム
ル
ノ
リ
の
公
演
が
行
わ
れ
、

来
場
さ
れ
た
観
光
客
の
方
も
、

リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
手
拍
子
を

と
り
な
が
ら
楽
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
高
鍋
町「
ひ
と
つ

ぎ
会
」に
よ
る「
禎
嘉
王
」と「
之

伎
野
様（
し
ぎ
の
さ
ま
）」の
演
舞

も
行
わ
れ
、
力
強
い
演
舞
と
優

雅
な
身
の
こ
な
し
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。�

　
４
日（
金
）に
は
、
前
日
に
続

い
て「
ナ
ム
サ
ダ
ン
」に
よ
る
サ
ム

ル
ノ
リ
公
演
や
日
向
市
茶
道
連

盟
の
協
力
に
よ
る
新
緑
の
お
茶

会
が
開
催
さ
れ
、
４
連
休
２
日

目
と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
多
く
の
観

光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
ほ
か
、
韓
国
文
化
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
韓
国
の
旅
行

情
報
や
風
習
の
紹
介
、
折
り
紙

体
験
な
ど
が
あ
り
、
来
場
さ
れ

た
方
は
興
味
深
げ
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
百
済
王
伝

説
紙
芝
居
や
韓
国
敷
石（
チ
ョ

ン
ド
ル
）染
め
体
験
、
チ
マ
チ
ョ

ゴ
リ（
韓
服
）の
試
着
体
験
、
チ

ヂ
ミ
や
韓
国
風
ソ
ー
メ
ン
の
販

売
な
ど
が
あ
り
、
観
光
客
の
方

は
百
済
の
里
で
韓
国
文
化
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
南
郷
温
泉
山
霧
で
は

３
日
〜
６
日
の
４
日
間
、
こ
だ

わ
り
の
湯
や
泉
し
ゃ
ん
体
験
コ

ー
ナ
ー
、
春
の
福
袋
販
売
、
地

頭
鶏
の
炭
火
焼
き
の
販
売
、
ヨ

ー
ヨ
ー
風
船
釣
り
ゲ
ー
ム
な
ど

が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
多
く
の

入
湯
客
が
来
場
さ
れ
て
い
ま
し

た
。�

��



�

　４月２２日（日）に第８１回西郷区ミニバレーボール協会主催の大会が西郷農村環境改善センターで開催
されました。今回は各地区での行事や諸事情により、大会に参加が出来ないチームが多く、参加チームの
大変少ない試合となりました。５０代が３チーム（１４名）、６０代が３チーム（１８名）の総勢３２名での参加とな
り、熱戦が繰り広げられました。試合はそれぞれ総当たり戦で行なった結果、５０代は前回に続き田代愛好
会Ａチームが２連覇。又、６０代は花水流チームが７５回大会（平成２２年１０月２４日）以来の優勝でした。次
回も２連覇を目指して頑張って下さい。・・・お疲れ
様でした。　　　　　　　　　　�

＊４月の総会において、今年度の大会日程が決ま
りましたのでお知らせします。　�

�
�
�
�

　
４
月
22
日
、
北
郷
区
、
五

十
鈴
川
に
て
ヤ
マ
メ
釣
り

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
北
郷
商
工
会

青
年
部
が
主
催
し
、
豊
か

な
自
然
と
五
十
鈴
川
の
清

流
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

今
回
で
15
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。�

　
今
年
は
悪
天
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
約
１
０
０
名
が

参
加
、
北
九
州
市
や
久
留

米
市
と
い
っ
た
遠
方
か
ら
の

参
加
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
増
水
の
影
響
も
あ
り
、
な

か
な
か
釣
れ
ず
苦
労
し
て

い
た
よ
う
で
し
た
が
、
中
に

は
10
匹
以
上
釣
り
上
げ
た

釣
師
も
い
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
た
ち
は
、
親
や

友
達
に
教
わ
り
な
が
ら
元

気
い
っ
ぱ
い
に
釣
り
や
ヤ
マ

メ
の
つ
か
み
取
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。�

　「
清
流
・
五
十
鈴
川
」の
恵

み
に
感
謝
し
、
い
つ
ま
で
も

す
ば
ら
し
い
自
然
を
残
せ

る
よ
う
、
住
民
一
体
と
な
っ

て
環
境
保
全
に
努
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。�

�

�



�

�



�

世界はどうなってるの？小学中学年から中
学生に、難しいニュースを１ヶ月分まとめて
やさしく解説。大人にも。�

アハハ　百歳からが老後だがね！あの『き
んさんぎんさん』のぎんさんが４人の娘に授
けた人生の教えの数々。�



平成24年6月（12）�平成24年6月（13）�

６月4日～10日は歯の衛生週間です～�

　ハンセン病とは、1873年にノルウェーのハンセンが発見したらい菌の感染によって、皮膚とおもに皮膚や
筋肉に張りめぐらされた末梢神経などがおかされる病気です。らい菌の毒力はごく弱く、感染しても発病す
ることはほとんどありません。それに今では、よく効く薬があり、完全に治る病気になりました。しかし、昔は
らい病と言われ、効く薬もなく、顔や手足などに目立つほどの跡を残すこともあったので、恐ろしい伝染病の
ように思われ、らい予防法で強制的に療養所に閉じ込められてきました。�
　ハンセン病はかかりにくいし、発病もしにくく、たとえ発病しても
完全に治るようになった上に、人間として生きる権利をふみにじる
ような「らい予防法」は、もともと必要がなかったことも明らかになり
1996年に廃止されました。それでもまだ、悪い、恐ろしい病気という
間違った考え方が一部に残っており、患者さんや家族の人たちを苦
しめています。�
　ハンセン病について正しく理解し、偏見や差別をなくしハンセン
病であった方々及びそのご家族が安心して暮らせる社会を目指しま
しょう！�
�

　8020運動（はちまるにまるうんどう）とは満80歳で20本以上の
歯を残そうとする運動のことです。20本以上の歯を持つ高齢者
は寝たきりとなることが少ないという報告がされています。自分
の歯で、自分の口から食事をとることは、いつまでも人生を豊か
に楽しく過ごすためには大切なことです。�
　歯を失う原因で最も多いのは歯周病で35歳から急に増えて
きます。歯周病は、糖尿病や心筋梗塞を悪化させることもわか
ってきています。�
�

　町の特産物である「うなま備長炭」は高品質を利用者（店）から認められ現在は、注文に生産が追いつ
かない状態です。また、近年の自然回帰志向の高まりから新規生産者の参入もあり町内の産業としては
貴重な存在です。�
　ただ、生産拡大を図るための問題は原料となる原木（アラ樫）の供給不足にありました。この問題に対
応するため、今年４月に「美郷町木炭原木対策協議会」が発足しました。この協議会で生産者と関係機関
（農協、森林組合、役場）が一体となって木炭原木の安定供給対策を行うことになりました。�
協議会が行う事業は次のものとなっています。�

　①木炭原木（アラ樫）に関する情報の収集及び提供   ②需要(原木価格）の調整�
　③伐倒、搬出、運搬等労務の手配と調整�
　具体的には原木のアラ樫を協議会で定めた規格品質に基づき、山元から１トン当たり１万４千円以内で
買い取り生産者に１万２千円以内で提供する。（差額分は町補助金を活用）�
　町内でアラ樫のある山を売却する場合は、まず耳川広域森林組合北郷事業所(1６２ - ５０３４）までお
問い合わせ下さい。�
�

　西郷区花水流地区にある西郷区堆肥発酵施設を今年度より（株）JAファームひゅうがが管理運営を行う
事になりました。受付先は下記のとおりになりますので、よろしくお願い致します。なお、北郷区の堆肥発
酵施設についても運営しておりますので、お気軽にご相談下さい。�

　昭和42年度西郷東中学校の卒業生同窓会（代
表 池田孝二郎氏）より、還暦を迎えるにあたり
子供図書の購入に充ててほしいと、町に寄付
を頂きました。ありがとうございました。�



平成24年6月（14）�平成24年6月（15）�

「広げよう噛むから始まる健康づくり」�

�

�

　昨年に実施しました「みさとヘスルチャレンジ大作戦！2011」
の結果をお知らせします。�
　今年は、昨年よりも多い　２５３名の方に取り組んでいた
だきました。内容は昨年に引き続き、自分で掲げた２つの
健康目標の達成状況を○×で記録票に書き込む方法でした。
健康づくりは、ちょっとしたことでも毎日の積み重ねが大切
です。これからも、健康が維持できるような生活習慣を続
けていきましょう。�

　認知症は、脳の知的機能が低下して日常生活に支障をきたす状態のことをいいます。老化現象と思
われがちですが、脳の障害によって起こる病気です。�
　認知症の発症や進行は、生活習慣に大きく左右されます。ずっと健康な脳でいるために・・・ほんの
少しの心がけで、毎日イキイキと過ごせるようになります。�
　認知症予防についての講演会を7月24日火曜日西郷区、7月26日木曜日南郷区において予定してい
ます。詳細は、後日チラシを配布しますので確認下さい。�
�



　今や“がん”は、日本人にとって国民
病とも言えます。国民の2人に1人が“が
ん“になり、3人に1人が”がん“で亡くな
っています。�
　検診では症状の出ない早期のうちに
がんを発見できます。�
　がんは医学の進歩により、早期に発
見すれば治る確率は飛躍的に高くなり
ます。�
　�　がん検診は、検診後も大切です。一
次検診では健康な人と、多少でもがん
の可能性が疑われる人を見極めてふる
いわけます。異常なしの方は、今後も定
期的に検診を受け、精密検査が必要に
なった方は必ず医療機関で2次検診を
受けましょう。�
　検診を受けたことがない人はぜひ今
年から、いつも受けている人はこれか
らも定期的にがん検診を受けましょう。�
�

�

　　　�



�

平成24年6月（19）�

蒸し暑くなり、飲み会の多い季節になりますね。      �
飲みすぎはもちろん、つまみには高カロリーや塩分の多いメニューが多いものです。       �
気をつけて体重の増加やメタボを予防し、この時期を健康的にのりきりましょう！。       �
��
��
��
�

アルコールの約３０％は胃から、残りは小腸から吸収されほとんどが肝臓に運ばれ分解されます。        �
アルコールの１日の適量（日本酒１合）を肝臓で分解するには、３～４時間かかります。        �
大量飲酒はそれだけで肝臓に負担をかけています。        �
だからこそ、適量と休肝日が大切です！        

　アルコールには利尿作用があります。        �
　飲みすぎると血中の水分が減少し血液がドロドロになってしまいます。        �
　ビール１００ｍｌ飲むと１２０ｍｌの水分を排泄します。        �
　適量を守り、水や麦茶等の水分補給をしましょう。        �
        �
　カロリーオフでも、アルコール自体に脂肪分の吸収を助ける働きがあるので中性脂肪を増やし、つまみに揚
げ物などをとると血液をドロドロにします。        �
　つまみには、血液サラサラ成分が多く含まれ低エネルギー食品の魚・豆腐・野菜料理をおもに選ぶようにし
ましょう！        �
        �
　※アルコールを飲んだらご飯を食べないという人がいますが・・・        �
　アルコールには栄養素はほとんど含まれていないので、ご飯のかわりにはなりません。        �
　１回に飲む量を減らすように心がけ、飲酒の回数も減らすようにして肝臓をいたわってあげましょう！        
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�

　４０歳以上の国民全てが介護保険に加入し、決められた保険料を納めることが義務付けられています。「介
護保険制度」とは、国民が介護保険料を支払い、その保険料を財源として要介護者たちに介護サービスを
提供する制度です。身体機能のおとろえや認知症などにより、介護を必要とする高齢者を社会全体で支え
る仕組です。対象者の状態が、要介護・要支援と認められれば、実際にかかった費用の一割を自己負担す
るだけで、さまざまな介護サービスを受けられるようになります。自分の申請で介護サービスを受けること
ができ、要介護者が自ら介護サービス事業者と契約を結ぶことになります。��
��

　

　

　　

　

　

　

　�
　�

　介護保険サービスを利用するためには、役場の窓口で申請をし、介護保険の認定審査を受ける必要
があります。結果は自立、要支援1、要支援2、要介護1、要介護2、要介護3、要介護4、要介護5の８つに
分類されます。自立以外の要支援1から要介護5までの７つに分類された人が、介護保険のサービスを受
けられます。介護保険申請のタイミングとしては、今まで出来ていた日常生活が人の助けがないと難しく
なった時、物忘れなどの影響で日常生活に支障をきたすようになった時が一般的で、タイミングを見極
めて申請します。要介護のレベル別にサービス利用者本人や家族が主体となって介護サービスを選択し、
計画をたて利用します。��

　血糖値は高めだけど・・体は何ともないし、今までも平気だったし、まあ大丈夫だろう。。。        �
と思って放っていませんか。        �
　糖尿病の初期は自覚症状はほとんどありません。        �
　高血糖で悩んでいる方、気になっている方は早めに医療機関を受診しましょう！        �
7月より特定健診が始まります。        �
　食事は規則正しく、栄養バランスのよい食生活を心がけることが大切です。        �
　具体的な食事内容について分からない方は遠慮せずご相談下さい。�

　西郷健康福祉課 1６６ - ３６１０   



�

着任のご挨拶�
　美郷町の皆様はじめまして。平成24年4月より西郷病院に勤務することになった、木下
裕介です。出身は新潟県ですが、宮崎大学卒です。学生の頃よりへき地医療に興味があ
り、村の診療所で働く医者になりたいと思っていました。卒業後は、地域医療に力を入れ
ている、神奈川や長野の病院・診療所で、研鑽（けんさん）を兼ねて働いていました。出身
大学のある宮崎に、西郷病院という地域の第一線で頑張っている病院があることを知り、7
年ぶりに宮崎に帰ってきました。�
「先生は何科ですか？」とよく聞かれます。私は“なるべく科にこだわらず、まず来た人を診
療する”というスタンスでやっていきたいと思っています。自分にできることは可能な限り
提供し、それでも自分の守備範囲を超えている場合は、しかるべき専門の先生に相談・紹
介することで、その人にいちばん望ましい医療を提供できればと思います。それがへき地

の第一線で働く医師の役割ではないかと思います。私も働きながら研鑽を積んで、自分の守備範囲を少しずつ拡
げていければと思っています。�
　初めての美郷町で、仕事・生活にわからないことがいっぱいです。少しずつ慣れていきながら、皆様のお役に立
ちたいと思っています。末永くよろしくお願い致します。�
�

�

総合医療と美郷町について�
　美郷町の皆様こんにちは西郷病院の小田　竜です。早いもので美郷町西郷病院に赴任
いたしまして今年で5年目となります。栃木県にある自治医大という大学を卒業し、現在１０
年目ですので、医者となって半分が美郷町ということになります。自治医大はあまり有名な
大学ではないですが、どんな大学か？・を簡単に説明いたしますと、“総合診療医”養成学
校であります。いわゆる“何でも診ることのできる医者”を養成する大学です。学費が無料
のかわりに、地元の僻地（へきち）診療に携わる義務を負います。美郷町では、私と山下先
生と青山先生が自治医大卒の県派遣医師となっております。�
�さて、僻地になぜ医者が来ないのか？それは皆さんの子供・お孫さんたちが、高校・大学
を卒業したあと、地元に戻ってこない理由とほぼ同じと思います。都会のほうがいろんな点
で魅力があるからです。（逆に田舎の魅力を発掘・アピールできれば人は来る！？）�
�私自身の話になりますが、小さいころから赤ひげにあこがれ、泥臭い臨床医になりたい

なと思っておりました。都会の専門医がもてはやされる昨今、総合診療医養成学校である自治医大を卒業したこ
とについて、少しの後悔もありませんでした。�
�では“総合診療医”とは一体何なのでしょうか？具体的事例で説明したいと思います。�
�例えば一人のうつ病の患者さんが骨折して肺炎と膀胱炎を併発し、西郷病院を受診したとします。西郷病院で
は、うつ病も骨折も肺炎も膀胱炎も治療は総合診療医が一人で行います。しかし大学病院や県病院では、うつ病
は精神科、骨折は整形外科、肺炎は呼吸器内科、膀胱炎は泌尿器科の医師の合計４人が診察・治療を行います。
私自身大学病院（整形外科）で働いていたときは、骨折以外は全く診ませんでした。（笑）もちろんこんな話を聞く
と、「いや、おれはそれぞれ専門の先生にそれぞれ診てもらいたい！」という方もいらっしゃると思います。しかし、
全ての病気を専門医でみていたら、医療業界は間違いなく崩壊する！と思います。（県立延岡病院の医師退職は
記憶に新しいところです）もちろん大学病院などで詳しい検査をしないと分からない病気もあります、しかし一般
疾患（common disease）の多くは、特殊な検査無しに診断・治療が可能なのです。どういう事かと申しますと、一般
疾患の多くは総合診療医が診断をし、治療することができる（もちろん勉強してなければなりませんが）という事
なのです。�
�もちろん西郷病院では治療できない病気・怪我もあります。そういう場合は躊躇（ちゅうちょ）することなく日向・
延岡・宮崎等の病院へ送ります。それなりの病気や怪我であれば、受け入れを拒否されることはまずありません。
繰り返しになりますが、全ての患者さんが専門医を求め、県病院を受診すれば、県病院の医者は疲弊し、やめて
しまいます。�
�役割分担…西郷で診られる病気は西郷で診て、診られない患者さんは県病院へ紹介する…�
�これがいま求められている役割分担、地域医療連携の姿だと考えます。�
�最後に、こういった理想の医療ができるためには、地元住民の皆さんと西郷病院との信頼関係構築が欠かせな
いと思います。いくら僕たち西郷病院の医者が「何でも診ます！」といっても、地元住民の皆さんとの信頼がなけれ
ば、西郷病院には受診されないはずです。ですから住人の信頼を得るため…そのために僕たちは毎日勉強をし
ています。日常診療を一生懸命行っています。定期的に研修や学会に参加し、最新の知識を手に入れております。
また、（インターネットの発達により、どこにいても最新の文献が手に入るようになった）最新の文献をよみ、知識を
最新に保って（up to date）います。�
�さて、４月から西郷病院に新しいドクター、木下先生がやってまいりました。木下先生は地域医療で有名な“佐
久総合病院”よりやってこられた、立派な総合診療医（内科系）です。ここ美郷町には魅力がいっぱいあります。そ
の魅力を全国に発信してゆけば、木下先生のように多くの人が集まってくるように思います。�
�美郷町のみなさんの気軽なかかりつけとして、今後とも西郷病院をよろしくお願いいたします。�
�

�
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